
令和3年 11 月 16 日（ 火 ）

今日の南中給食

「しょうゆ」という言葉が生まれたのは室町時代といわれますが、
むろまちじ だ い

広く使われるようになったのは、第一次世界大戦（1914～18年）

後、国民の所得が向上してからです。しょうゆのルーツは、穀物や
しょとく こうじょう

豆を発酵させた「穀醤」とも、径山寺みそからしみ出した汁とも
はっこう こくしょう きんざ ん じ

いわれます。どちらも中国から伝わりましたが、日本の気候や風土
き こ う ふ う ど

の中で、色、味、香りが調和した調味料となり、今や100か国以上
ちょうわ

で販売されています。
はんばい

メニュー

・しょうゆラーメン

・肉蒸しパン

・大根ときゅうりの中華風あえもの
ちゅうかふう

・牛乳

しょうゆについて


